
【令和8年 3月 卒業の馬城会学年幹事小幡遥翔さん。菅原茉奈さん2名のご紹介】

令和 8年 3月 に相馬高校を卒業し馬城会学年幹事となった小幡遥翔 (こ わたはると)さ ん

と菅原茉奈 (すがわらまな)さ んをご紹介いたします。

お二人は、成績・生活態度ともに優秀で、相馬高校の生徒の槙範となる者に贈られる馬城

会賞が贈呈されています。

お二人の経歴を紹介いたします。

小幡遥翔さんは、

高校に入学してからの 3年間、学業に積極的に取り組み、大変優秀な成績を収めました。

英語研修やボランティア活動にも取り組み、自身を高めようとする向上心と他者のために

尽くす奉仕の精神をもつて行動しました。また、生徒会長を務め、卓越したリーダーシッ
pプ
をもつて学校行事で主導的な役割と果しました。卒業後は東北大学経済学部への進学が

′決まつており、今後の更なる向上・躍進が期待されます。

菅原茉奈さんは、

高校 3年間を通 じて学業に真摯に取 り組み、大変優秀な成績を収めました。英語学習にも

積極的に取り組み、語学研修を受けるだけではなく、ボランティア委員会に所属 し国際ボ

ランティアに参加するなど、向上心だけではなく奉仕の精神も兼ね備えています。部活動

では華道部の部長を務めて部員を牽引し、 Ikenobo花 の甲子園に出場 しました。卒

業後は群馬県立女子大学国際コミュニケーション学部への進学 し、今後の活躍が期待され

ます。

以上、令和 8年 3月 卒業、馬城会学年幹事に就任された小幡遥翔さんと菅原茉奈さんを紹

介いたしました。馬城会では同年に卒業した卒業生の取りまとめ役としての活動が期待さ

れてます。

以上
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▲小幡遥ヂB】さァん    ▲菅原恭奈さん


